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看護教員の実践的思考構造に関する文献的考察
―教師の意思決定モデルを用いた検討―

岡安　誠子

本稿では，既存の教師の意思決定モデルについて概観し，看護教育の臨
地実習場面へ思索的に適応することによって，看護教員が流動的な実習等
の教育場面で判断を導き出す実践的思考構造について考察を試みた。その
結果，既存の教師の意思決定モデルに加えて，次のことを考慮して看護教
員の実践的思考構造を志向していくことの必要性が示唆された。1．実践
が中心となる実習等では教材自体が流動的で個別的であること，2．流動
的で個別的な教育においては教師が有する教育に関連したスキーマによる
影響が大きいこと，3．看護教育では成人学習者としての主体性と専門職
としての自律性が求められることである。今後は，更に看護教員の実践的
思考構造を具体化するため，実際の構造化と妥当性について検証していく
ことが求められる。
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Ⅰ．はじめに

看護実践は，専門的な知識を用い，臨床にお
ける複雑な文脈の中で判断され展開される特性
を持つ。このことから看護基礎教育においても，
その特性に対応した教育的方略が求められてい
る。看護実践能力を強化するため，2020 年に改
定された保健師助産師看護師養成所指定規則の
主要な改訂の一つに，臨床判断の強化が盛り込
まれた。看護基礎教育においては，学生が臨床
判断に必要な専門知識の獲得に加え，その知識
を活用するためにクリティカルシンキング等の
思考スキルを修得するための更なる支援が求め
られる。この教育的支援としては，臨地実習を
始めとした実践的な教育の展開が欠かせない。

先に，看護実践は複雑な文脈の中で展開され
ると述べた。教育の前提である臨床の場が複雑

であるが故に，臨地実習における学習支援も必
然的に複雑な文脈の中で展開されることにな
る。また，臨床の場を模した実践的教育である
シミュレーション演習においても，一般に一つ
のシナリオをもとに展開はされるが，教育は臨
床実習と同様に流動的複雑な文脈にある教育の
場で展開される。したがって，看護教育は実践
的教育の場において，「看護」と「教育」といっ
た 2 つの文脈が同時平行的に展開され，構造的
に難解であることが推察される。

教育学においては，教師の信念 1）や実践的思
考様式 2 ～ 5）について着目され研究がなされてき
た。佐藤ら 6）は，教師の教育活動は，授業場面
で生起する実践的な諸問題の表象と解決の思考
を基礎とする一連の選択と判断の活動と述べて
いる。しかし，近年，臨床判断といった看護活
動における看護師の思考については議論されて
きたが 7），看護学教育における教員の実践的思
考については，一連のプロセスとして明らかに
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されていない。
そのため本稿では，Shavelon & Stern8）によ

る「相互作用的教育にある教師の意思決定モデ
ル」，及び𠮷崎 9）による「授業過程における教
師の意思決定モデル」のレビューから，各モデ
ルにおける教育者の意思決定構造について概観
する。次に，これらの研究は児童や生徒を対象
とした研究であることから，成人教育といえる
専門職教育には適合しない点もあることが推察
される。そこで，看護教育の臨地実習場面への
適応を試み，看護教員の教育介入における意思
決定について考察を試みる。

Ⅱ．教師の意思決定モデル

１．相互作用的教育にある教師の意思決定モデル

「相互作用的教育にある教師の意思決定モデ
ル」は，Shavelon & Stern10）によって先行研
究 11 ～ 13）の知見をもとに統合的に構築されたも
のである（図 1）。このモデルについて彼らは次
のように説明している。

教師は確立されたルーチンを実行するように
機能し，ルーチンを実行する際にクラスをモニ
タリングし，生徒の参加状況などの手がかりを
求める。それによって，ルーチンが計画どおり
に進行しているか否かを判断する。このモニタ
リングで手がかり（Cue キュー）が許容範囲内に
ある限り，おそらくそれ（ルーチンの実行）は
自動的である。しかしながら，クラスのモニタ
リングによって許容範囲外（計画どおりに進行
していない）と判断した場合（例えば，話し合

図１　相互作用的教育にある教師の意思決定モデル（Shavelon & Stern，1981）をもとに翻訳・作成
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いの最中に生徒が離席する），教師は即時に行動
する必要がある。もしそうならば，教師は問題
を処理するためのルーチンが利用できるか判断
しなければならない。教師は以前に開発された
ルーチンに基づき行動を起こすことができる。
利用できるルーチンがない場合，教師は自発的
に反応して，その後の教育ルーチンを続行する。
早急な対応が求められない場合，教師は授業後
あるいは今後の計画などに遅延の対応が必要か
どうかを検討する。教師はその行動を記憶に保
存し，自らの教育ルーチンを続行する。行動が
必要ない場合，教師は情報を保持するかどうか
を決定し，独自の教育ルーチンを続行する。

本モデルは，概ね直線的なフローとフィード

バックによるシステムとして示されている。教
室の中で教師は状況を見極めながらルーチンを
実行し，不測の事態には経験や自発的行動によ
り対応し，これまでのルーチンとの統合が検討
され新たな教育のルーチンを構築していること
を示している。

２．授業過程における教師の意思決定モデル
「授業過程における教師の意思決定モデル」

は，Shavelon & Stern のモデルを基盤として，
従来モデルの弱点を踏まえ𠮷崎が提案したも
のである。𠮷崎 14）は従来モデルの弱点として，
次の内容に関する説明不足を挙げ，それ対する
新たなモデル案によって改変を試みている（図2）。
１）教師の意思決定の先行条件となるキューと

図２　授業過程における教師の意思決定モデル（𠮷崎 ,1988）をもとに作成
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して，生徒行動だけが取りあげられている。
改変１：授業計画と授業実態との比較にお

いて教師が認知するズレの程度と
その原因に応じて，3 つの意思決
定過程を仮定

２）教師の意思決定と授業についての教師の知
識やスキーマとの関係がモデルの中で記述
されるべき。
改変２：教師の意思決定と，教授ルーチン

および授業についての知識との関
係について説明

３）教師の授業計画と授業過程での意思決定（相
互作用的意思決定）との関係がこれらのモ
デルでは記述されていない。
改変３：教師の授業計画と相互作用的意思

決定との密接な関係を説明

「授業過程における教師の意思決定モデル」
は，詳細かつ網羅的な説明によって，研究枠組
みを与えている。モデル内に教師の知識やス
キーマを含めるなど，意思決定の前提となる要
素も包含させている。しかし，要素間の関係は
多重的に示されており，意思決定モデルの構造
としては複雑さを増しやや難解となっている。

３．意思決定モデル構造に関する考察
本章では，教育学において示されている国内

外の 2 つの意思決定モデルについて概観した。
𠮷崎の「授業過程における教師の意思決定モデ
ル」は，その説明から Shavelon & Stern の「相
互作用的教育にある教師の意思決定モデル」等
のオルタナティブ・モデルとして提示されてい
たといえる。
「相互作用的教育にある教師の意思決定モデ

ル」モデルは，概ね直線的なフローとフィード
バックによるシステムとして示されていた。𠮷
崎は，Shavelon & Stern らのモデルには授業
計画等の説明がないことを批判していた。しか
し，Shavelon & Stern がモデルを構想する過
程では，教師の教育学的判断と決定に寄与する
要因として教育のコンテンツ（レベル・ペース
等）が挙げられている。このことから，彼らは
教育計画等を授業場面の前提として位置づけて

おり，意図して授業場面の教師と生徒の相互作
用的に特化することを意図し，モデルを示した
のではないかと考えられた。

一方，𠮷崎の「授業過程における教師の意思
決定モデル」は前提を含めたモデルであるが，
構造的には複雑であり直観的な理解は難しくし
た。本モデルは 16 以上の概念から構成されて
おり，概念間の説明も複雑となっている。ひと
のワーキングメモリから考えても，実際の授業
過程における各所の判断において，これだけ
の概念を紐づけ判断に用いているとは考えにく
い。このため，教育の場で実践的に活用するモ
デルとしては課題があるといえる。しかしなが
ら，Shavelon & Stern らのモデルでは自明のこ
ととして除外された授業過程の全体的な枠組み
について，詳細な記述によって教育学研究に寄
与した点では評価できる。

以上のことから，教師の意思決定モデルの構
造化には 2 つの立場があることが推察された。
一つは「実践への適用を志向した教師の意思決
定モデル」，他方は「教育研究の枠組みを志向
した教師の意思決定モデル」である。したがっ
て，教育者と学習者の相互作用で成り立つ教育
場面の中で，教育者の意思決定モデルを示そう
とした場合，何を目的としたモデルとするかに
よって取り扱う概念の範囲を十分に検討するこ
とが重要といえる。

Ⅲ．経験型実習教育

本章は，安酸 15）による「経験的実習教育」から，
前章で概観した教室において展開される相互作
用的な教師の意思決定モデルとは異なり，臨床
場面であり教育場面でもある二重構造の中で展
開される実習教育の特性の同定を試みる。

１．経験型実習教育の基盤理論
「経験実習教育」は，その理論基盤に始まり，

臨地における学習者の経験に基づいた教育実践
に具体的な示唆を与えている。理論基盤は，元
木の「技術モデル」，Bruner の「発見的学習」，
斎藤の「授業論」，Dewy の「経験論」，Shön
の「反省的実践」，Bandura の「自己効力理論」，
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Noddings の「ケアリング」，Knowls の「成人
教育学」など多岐にわたる。これらを踏まえ，「経
験的実習教育」における授業過程モデルとして

「実習場面の教材化のモデル」等を示している。

２．実習場面の教材化のモデル（経験的実習教
育のモデル）

安酸 16）は，Dewy による経験の捉え方をも
とにした「経験的実習教育」について，次のよ
うに説明している。

経験型実習教育では，教師は学生が豊かな直
接的経験ができるように学習環境を整え，反省
的経験の過程が促進されるような学習の場を準
備し，学生による探究が進むように援助する。

（中略）学生一人ではひとりよがりの解釈になっ
たり，貴重な経験が意味付けされずに流れてし
まったりする。そのため，直接的経験ができる
学習環境の調整や反省的経験をともにできる教
師の教授活動が必要となる。（p51）

このような臨地実習での教育を可能にするた
め，「実習場面の教材化のモデル」が示された（図
3）。このモデルでは，教師が実習場面において
学生の直接的経験を明らかにして共有し，反省
的経験によって意味づける教授学習のプロセス
を表したものとされている。

このモデルが前章までの教師の意思決定モデ
ルと決定的に異なるのは，教師と生徒のような
一対の関係ではなく，患者と学生との関わりを
中心とし，且つ実習場面という流動的な学習環
境の中で展開されるという点である。つまり，
𠮷崎 17）が明言し，Shavelon & Stern18）が前提
として仮定したであろう授業計画によって実行
されるルーチンも，実習教育においては一様に
いかないことの方が多い。実習指導では，実習
の目的・目標に照らし，目標到達に向けた介入
を試みるが，そのほとんどは場面に応じ即興的
に展開せざるを得ない。また，患者と学生の関
わりを基盤に実習は展開されるため，基盤その
ものが常に揺れ動き変化している。そのため，

「実習場面の教材化のモデル」に示されるよう
に，教師による状況のモニタリングは欠かせな
い。また，常に変わり続ける状況を学生が漫然
と眺めているだけでは経験として積み重ねるこ
とはできない。そのため，経験を学生と教師の
間で共有し，吟味し，意味づけること，このよ
うな実習の特性に即したモデルとなっている。

３．経験的教育の特性に関する考察
看護基礎教育による臨地実習は，基礎看護学

実習から領域別看護学実習，地域在宅看護学実
習までが，各科目に特徴づけられた学習目標に
基づいて展開される。また，一般に教室で展開

図３　実習場面の教材化のモデル（安酸 ,2015）をもとに作成
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される講義による教授から，基本技術の演習，
事例などで状況設定したシミュレーション演
習，臨地実習と，実践的な授業形態になる程，
学習者である学生の個別的な体験に基づくこと
になる（図 4）。その中での教授過程も，同じ目
的・目標を共有しつつも学習内容は個別的な具
象に基づくため同じとはならない。

以上のことから，実習教育は実習の目的・目
標に照らしつつも，場面に応じた即興的な展開
が前提となる。流動的な実習教育の中で実習場
面を教材化し，教師としての力量を発揮するた
めには，𠮷崎 19）のいう教師のモニタリング・
スキーマが大きく影響すると考えられる。また，
実習教育は学生の個別的な体験に基づくことに
なる。冒頭でも述べたように，既存の教師の意
思決定モデルが児童や生徒を学習者としている
のに対して，看護教育の対象のほとんどは成人
学習者であり，自律性が求められる専門職教育
となる。したがって，看護教育における教師の
実践的思考構造を志向しようとした場合，学習
者の主体性も重んじながら教授過程を展開して
いくこと，つまり学習者を主体とするための教
育的方略が求められるであろう。

Ⅳ．まとめと今後の課題

本稿では，看護教員の実践的思考構造につい
て，文献をもとに考察してきた。看護教育にお
ける特に状況に依存した実習などの教育環境下
においては，以下のようなことが実践的思考の
要件として考慮される必要があった。
１．実践が中心となる実習等では教材自体が流

動的で個別的である
２．流動的で個別的な教育においては教師の有

する教育に関連したスキーマの影響が大き
くなる

３．看護教育では学習者に成人学習者としての主
体性と専門職としての自律性が求められる

今後は，更に看護教員の実践的思考構造を具
体化するため，概念の吟味や実際のモデル作成，
構造化と妥当性について検証していくことが求
められる。
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図４　看護基礎教育における授業形態とその特性
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